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【改革元年は「超緊縮型予算」で臨みます】
　平成 18 年度は，現在，本市が直面する危機的な財政状況を乗り切るため，本格的な行財政改革への
取り組みをスタートさせる年となります。従って，平成 18 年度予算は「改革元年予算」であり，財政
再建のため，経常的経費は実績を勘案した必要最小限の経費を，投資的経費は継続事業を中心に投資的
効果を踏まえ厳選した事業の経費を計上した「超緊縮型予算」となっています。
　新しい山陽小野田市に，今まで以上の誇りと愛着を持てるよう，市民のみなさんと一体となり，住み
良いまちづくりの推進に向け努力して参りますので，今後とも，みなさんのご支援とご協力をお願い申
し上げます。

協働による住民主役のまちづくりをすすめます
効率的な行財政基盤をもつまちづくりに取り組みます

平成 18年度　予算・施政方針

平成 18年度　一般会計予算額（258億 510 万円）の内訳

▲「対話の日」のようす▲「市政説明会」のようす

【１人当たりの基金の見込残高】
平成 18年度末見込額 21,112 円

　平成 18 年度末における山陽小野田市一般会計の基金の見込残
高を人口 67,973（３月１日現在）で割った１人当たりの額です。

【１人当たりの地方債の見込残高】
平成 18年度末見込額 445,101 円

　平成 18 年度末における山陽小野田市一般会計の地方債の見込
残高を人口 67,973（３月１日現在）で割った１人当たりの額です。


